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新
た
な
年
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
「
辰
年
」

で
す
。
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
甲
辰
」
と
は
、
真
面
目
で
ひ
た
む
き
な
姿
勢
で
、
ど

ん
な
仕
事
も
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
み
ま
す
。 

ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
前
進
し
、
最
後
ま
で

や
り
遂
げ
る
根
気
強
さ
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
産
は
、
８
月
以
降
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
多
く
の

畑
で
褐
斑
病
が
大
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
糖
分
に
関

し
て
は
、
過
去
に
例
が
な
い
ほ
ど
の
低
糖
分
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
作
付
面
積
に
つ
い
て
も
、
一
昨
年
国
が
示
し
た
指
標
面
積

を
下
回
る
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
６
年
産
の
作
付
確
保
に
向
け
て
関

係
者
一
丸
と
な
っ
て
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
甲
辰
の
年
で
す
。

自
我
を
抑
え
忍
耐
と
勤
勉
に
勤
め
れ
ば
、
目
上
の
信
用
を
得
て
、
発

展
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
よ
う
な
状
況
を
教
訓
に

次
年
度
以
降
の
対
策
を
検
討
す
る
良
い
機
会
と
捉
え
る
こ
と
も
大
切

な
の
で
は
…
。

　

但
し
、
そ
の
為
に
は
、
努
力
と
忍
耐
が
必
要
で
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

辰
年
は
、
己
の
目
標
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
と
努
力
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
大
き
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
年
で
も
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
よ
り
、
勝
つ
こ
と
だ
け
に
目
標
を
定
め
、

個
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
仲
間
を
信
用
・
信
頼
し
た
結
果
、

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
優
勝
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

決
め
る
な
ど
我
々
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
抱
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
の
辰
年
は
、「
龍
の
如
く
猛
々
し
く
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
年
」
で
す
。

　

農
業
に
と
っ
て
も
、
過
去
に
固
執
せ
ず
新
た
な
こ
と
に
取
組
む
・

挑
戦
し
て
み
る
等
あ
る
意
味
良
い
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

（
Ｋ
．
Ｈ
）
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褐
斑
病
が
発
生
し
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
９
月
中
旬
ま
で
、
近
年
に
な
い
高
温
傾

向
と
な
り
、
降
水
量
も
十
分
に
あ
っ
た
た

め
、
褐
斑
病
の
発
病
が
急
激
に
進
み
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
、
被
害
面
積
は
平
年
を

大
幅
に
超
え
る
約
２
万
６
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
て
ん
菜
作
付
面
積
の
ほ
ぼ
半
分
と
な

り
、
各
地
で
、
激
し
い
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

収
穫
期
直
前
の
10
月
15
日
の
全
道
平
均

の
生
育
の
遅
速
は
、
生
育
中
後
期
の
高
温

め
、
生
育
の
遅
速
は
８
月
ま
で
に
移
植
栽

培
の
全
道
平
均
で
７
日
ま
で
早
く
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
７
月
に
入
っ
て
か
ら
、
各
地
で

ま
っ
た
昭
和
61
年
か
ら
の
平
年
値
対
比
で

は
１
１
３
％
で
多
く
、
こ
こ
10
年
間
の
平

均
値
対
比
で
は
１
０
２
％
で
ほ
ぼ
並
で

し
た
。（
図
１
）。
一
方
、
根
中
糖
分
は

１
３
．
７
％
と
昭
和
61
年
か
ら
の
平
年
値

対
比
で
３
．
１
ポ
イ
ン
ト
も
低
く
、
昭
和

61
年
に
糖
分
取
引
が
始
ま
っ
て
か
ら
最
も

低
い
値
と
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
の
産
糖
量

は
、
作
付
面
積
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
い

ま
っ
て
、
昨
年
よ
り
大
き
く
減
少
す
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
気
象
（
図
２
）
な
ら
び
に

移
植
お
よ
び
直
播
栽
培
の
生
育
経
過
（
表

１
、２
）
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
春

先
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
移
植
作
業

や
直
播
栽
培
の
播
種
作
業
は
、
概
ね
順
調

に
進
み
ま
し
た
。
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上

旬
に
か
け
て
、
一
部
の
地
域
で
凍
霜
害
お

よ
び
風
害
が
発
生
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
、

６
月
中
旬
よ
り
高
温
傾
向
に
な
り
、
降
水

量
も
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
生
育
が
進
み

ま
し
た
。
以
降
も
高
温
傾
向
が
続
い
た
た

　

令
和
五
年
産
の
て
ん
菜
の
受
け
入
れ

は
、
12
月
28
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
全
道
平
均
の
根
重
は
６
６
．
６
１

ｔ
／
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
糖
分
取
引
が
始
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図１．根重および根中糖分の推移（全道平均）
注 1）平年値は昭和 61 年〜令和 5 年の平均
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注 1）北海道農政部発表の「農作物の生育状況」より作成。

注 2）遅／早・数字は移植作業および生育の平年値からの遅早日数を示す。

注 3）「移植」、「生育」欄の赤字は平年値より早いこと、青字は平年値より遅いことを示す。

表１．てん菜の生育経過（移植）
 振興局 5 月 15 日 6 月 15 日 7 月 15 日 8 月 15 日 9 月 15 日 10 月 15 日 

 名 移植 生育 生育 生育 生育 生育 生育 根周平年比 

道央・ 

道南地域 

石狩 早 3 早 2 早 2 早 3 早 3 早 1 0 99.5% 

後志 早 2 0 0 早 4 早 5 早 4 早 4 103.8% 

胆振 早 3 早 1 早 2 早 2 早 3 早 2 0 99.5% 

道北地域 上川 早 1 0 0 早 1 早 1 早 2 早 2 102.0% 

道東地域 
オホーツク 早 2 0 早 3 早 6 早 7 早 8 早 7 104.0% 

十勝 早 1 0 早 1 早 5 早 7 早 7 早 6 104.0% 

 全道 早 2 0 早 2 早 5 早 7 早 7 早 6 104.0% 

注 1）北海道農政部発表の「農作物の生育状況」より作成。

注 2）遅／早・数字は移植作業および生育の平年値からの遅早日数を示す。

注 3）「播種」、「生育」欄の赤字は平年値より早いこと、青字は平年値より遅いことを示す。

表２．てん菜の生育経過（直播）
 振興局 5 月 15 日 6 月 15 日 7 月 15 日 8 月 15 日 9 月 15 日 10 月 15 日 

 名 播種 出芽 生育 生育 生育 生育 生育 根周平年比 

道央・ 

道南地域 

石狩 早 3 早 3 早 1 早 1 早 1 早 1 0 99.7% 

後志 - - - - - - - - 

胆振 早 2 遅 1 早 1 早 3 早 4 早 5 早 4 107.0% 

道北地域 上川 遅 3 遅 2 遅 2 早 2 早 3 早 3 早 3 103.0% 

道東地域 
オホーツク 早 1 0 早 3 早 5 早 6 早 5 早 5 102.0% 

十勝 0 0 早 2 早 5 早 6 早 6 早 5 104.0% 

 全道 0 0 早 2 早 4 早 5 早 5 早 4 103.7% 
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ま
す
。
令
和
５
年
は
、
こ
の
間
の
積
算
最

低
気
温
が
、
糖
分
取
引
開
始
以
来
最
も
高

く
、
高
温
そ
の
も
の
に
よ
る
影
響
と
褐
斑

病
激
発
に
よ
る
影
響
が
あ
い
ま
っ
て
、
全

道
平
均
の
根
中
糖
分
が
最
も
低
い
値
に

な
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
図
４
に
、
春
か
ら
初
夏
の
積
算

最
高
気
温
と
根
重
と
の
関
係
を
示
し
ま
し

た
。
品
種
の
根
重
の
水
準
は
昭
和
61
年
か

ら
か
な
り
向
上
し
て
い
る
の
で
、
平
成
21

年
以
降
の
プ
ロ
ッ
ト
と
し
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
22
年
と
28
年
は
、
黒
根
病
を
含
む
根

腐
病
が
多
発
し
た
た
め
根
重
が
大
き
く
低

下
し
た
年
で
、
相
関
係
数
の
計
算
か
ら
は

除
い
て
い
ま
す
。根
重
は
、

こ
の
間
の
積
算
最
高
気
温

が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
多

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
初
夏
ま
で

の
高
温
が
初
期
生
育
を
促

進
さ
せ
、
そ
の
後
の
根
部

肥
大
に
つ
な
が
る
た
め
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
は
、
６
月
の
気
温

が
例
年
よ
り
高
く
推
移
し

た
た
め
、
積
算
最
高
気
温

が
高
く
、
根
重
増
加
に
好

適
な
条
件
で
し
た
。
し
か

し
夏
以
降
、
褐
斑
病
が
激

発
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

発
生
で
し
た
。
ま
た
黄
化
病
も
少
発
生
で

し
た
。

　

気
象
と
全
道
平
均
の
収
量
の
関
係
に
つ

い
て
、
図
３
に
、
夏
か
ら
秋
の
積
算
最
低

気
温
と
根
中
糖
分
と
の
関
係
を
示
し
ま
し

た
。
て
ん
菜
は
、
こ
の
間
の
積
算
最
低
気

温
が
高
い
ほ
ど
、
根
中
糖
分
が
低
く
な
り

ま
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
夜
温
が
高
い

と
呼
吸
に
よ
る
糖
分
の
消
耗
が
大
き
く
な

る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

積
算
最
低
気
温
が
高
く
な
る
と
褐
斑
病
が

多
発
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
根

中
糖
分
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

傾
向
を
反
映
し
て
、移
植
で
６
日
早
く（
表

１
）、
直
播
で
４
日
早
く(

表
２)

な
り
ま

し
た
。
根
周
平
年
比
も
や
や
大
き
い
傾
向

で
し
た
。
し
か
し
、
生
育
遅
速
は
８
月
を

頂
点
と
し
て
、
そ
れ
以
降
や
や
鈍
化
す
る

傾
向
に
あ
り
、
褐
斑
病
発
病
の
著
し
い
進

展
が
あ
る
程
度
根
部
の
生
育
に
も
影
響
を

与
え
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
病
害
虫
の
発
生
に
つ
い
て
、

ヨ
ト
ウ
ガ
は
、
１
回
目
２
回
目
と
も
例
年

よ
り
や
や
多
め
の
発
生
で
し
た
。
黒
根
病

を
含
む
根
腐
病
は
、
７
月
初
め
ま
で
の
降

雨
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
少

影
響
を
受
け
て
、
あ
る
程
度
根
重
の
増
加

が
抑
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
令
和
５
年
は
、
近
年
に
な

い
高
温
が
原
因
で
褐
斑
病
が
激
発
し
た
こ

と
も
あ
い
ま
っ
て
、
根
中
糖
分
に
著
し
い

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
近
年
の
地
球
温
暖

化
の
予
測
に
よ
る
と
、
今
後
は
高
温
傾
向

が
持
続
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
令
和
５
年
の
よ
う
に
、
根
部
肥

大
の
条
件
は
基
本
的
に
良
い
も
の
の
、
褐

斑
病
等
の
多
発
も
あ
い
ま
っ
て
、
根
中
糖

分
が
低
下
す
る
年
が
多
く
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
に
備
え
て
注
意

が
必
要
な
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
に
激
発
し
た
褐
斑
病
対
策
に

つ
い
て
、
ま
ず
、
で
き
る
だ
け
抵
抗
性
が

強
い
品
種
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
近
年
、
こ
れ
ま
で
の
「
強
」
や
「
か

な
り
強
」
よ
り
も
強
い
「
極
強
」
の
抵
抗

性
を
持
つ
品
種
が
北
海
道
の
優
良
品
種
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
抵
抗
性
で
あ
れ

ば
、
今
年
の
よ
う
な
極
端
な
気
象
条
件
で

も
、
通
常
の
防
除
体
系
で
被
害
を
軽
減
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
防
除
に
つ
い
て
で
す
が
、
褐
斑

病
が
あ
る
程
度
広
が
っ
て
し
ま
う
と
薬
剤

散
布
の
効
果
は
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
褐
斑
病
発
生
直
後
ま
で
に
防
除
を
開

図２．令和５年の気象経過（全道平均）
注１）気象値は、オホーツク、十勝、上川、空知、石狩、後志、胆振地域のアメダスデータを、てん菜

作付面積に基づき加重平均して算出。

注２）平年値は平成 25 〜令和４年の 10 か年平均。
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発
生
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
６
月
か
ら

７
月
初
め
に
降
水
量
が
多
け
れ
ば
、
多
発

し
た
可
能
性
が
あ
り
、
黒
根
病
の
対
策
も

重
要
で
す
。
ま
ず
圃
場
の
基
盤
整
備
や
心

土
破
砕
等
、
透
排
水
対
策
を
十
分
行
う
こ

と
が
基
本
で
す
。
そ
の
上
で
、
黒
根
病
の

対
策
と
し
て
、
抵
抗
性
品
種
の
作
付
け
が

効
果
的
で
す
。
特
に
本
病
が
発
生
し
や
す

い
圃
場
で
は
、
本
病
に
対
す
る
抵
抗
性

が
「
強
」
の
品
種
を
作
付
け
て
く
だ
さ

い
。
直
播
栽
培
の
場
合
は
移
植
栽
培
以
上

に
「
強
」
品
種
が
有
効
で
す
。
ま
た
、
移

植
栽
培
で
は
殺
菌
剤
の
育
苗
ポ
ッ
ト
灌
注

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
ン

ゼ
ブ
剤
を
、
最
も
病
気
が
激
し
く
進
展
す

る
８
月
中
下
旬
に
散
布
で
き
る
よ
う
に

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
こ
と
も
重
要
で

す
。

　

褐
斑
病
以
外
の
根
中
糖
分
の
低
下
に
つ

い
て
は
、
適
正
な
施
肥
管
理
を
行
い
、
必

要
以
上
の
窒
素
分
を
施
肥
し
な
い
こ
と

や
、
湿
害
に
備
え
て
十
分
な
透
排
水
対
策

を
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
低
糖
分
に
な
り
や

す
い
圃
場
で
は
、
高
糖
分
型
品
種
を
作
付

け
す
る
こ
と
な
ど
の
対
策
が
重
要
で
す
。

　

令
和
５
年
は
黒
根
病
を
含
む
根
腐
病
の

始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
後
の
定

期
的
な
防
除
で
は
、
薬
剤
の
残
効
が
切
れ

て
再
び
褐
斑
病
が
広
が
り
始
め
る
前
に
、

次
の
散
布
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

最
も
効
果
的
な
褐
斑
病
防
除
薬
剤
で
あ
る

マ
ン
ゼ
ブ
剤
は
、
残
効
が
銅
剤
な
ど
よ
り

も
長
く
耐
性
菌
の
発
生
も
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
５
回
散
布
可
能
な
た
め
、
褐
斑
病

防
除
で
中
心
と
な
り
ま
す
。
通
常
の
条
件

で
は
14
日
間
隔
が
散
布
の
基
本
と
な
り
ま

す
が
、
令
和
５
年
の
よ
う
に
高
温
で
急
激

に
発
病
が
進
む
場
合
に
は
残
効
が
短
く
な

る
た
め
、
散
布
間
隔
を
10
日
以
下
に
短
縮

処
理
、
直
播
栽
培
で
は
７
月
上
旬
の
殺
菌

剤
株
元
散
布
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
病
害
発
生
が
ま
す
ま
す
激
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
度
病
害
抵
抗
性
と

高
い
収
量
性
を
兼
ね
備
え
た
て
ん
菜
品
種

が
育
成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、
安

定
し
た
て
ん
菜
生
産
の
た
め
に
、
条
件
に

応
じ
て
こ
の
よ
う
な
品
種
を
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
と
も
農
業
試

験
場
を
始
め
、
関
係
機
関
は
有
益
な
情
報

の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

図 3　夏から秋の積算最低気温と根中糖分の関係
　　　（全道平均 昭和 61 年〜令和 5 年）
注１）積算最低気温：7 月上旬〜 10 月上旬の積算値。
注２）**：有意水準１% で有意であることを示す。
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図 4　春から初夏の積算最高気温と根重の関係
　　　（全道平均 平成２１年〜令和５年）
注１）積算最高気温：4 月中旬〜 6 月下旬の積算値。
注２）**：有意水準１% で有意であることを示す。
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てん菜だより 令和６年２月11号（5）

令和 5年度てん菜の主要病害虫発生状況

病 害 虫 年次
発生面積 被害面積 発生程度別面積（ha） 防除面積（ha） 概　評

（ha） 率 (%) （ha） 率 (%) 無 少 中 多 甚 実面積 延面積 初発期 発生量

褐 斑 病
R5 年 47,301 92.6 24,187 47.4 3,780 23,114 17,938 4,874 1,375 51,081 310,939 早 多
R4 年 28,961 52.5 5,328 9.7 26,220 23,634 4,597 731 0 55,182 285,363 早 やや多
平年 18,003 31.3 2,255 3.9 39,460 15,748 2,025 214 16 

根 腐 病

( 黒根病含む )

R5 年 3,588 7.0 65 0.1 47,493 3,523 65 0 0 50,857 96,915 － 少
R4 年 6,628 12.0 123 0.2 48,555 6,504 123 0 0 54,974 103,134 － やや少
平年 6,136 10.7 667 1.2 51,327 5,469 556 86 25 

そ う 根 病
R5 年 277 0.5 0 0.0 50,804 277 0 0 0 0 0 － 並
R4 年 17 0.0 0 0.0 55,165 17 0 0 0 0 0 － 少
平年 232 0.4 0 0.0 57,230 232 0 0 0 

黄 化 病

（西部萎黄病）

R5 年 463 0.9 0 0.0 50,618 463 0 0 0 49,563 136,786 － 少
R4 年 528 1.0 0 0.0 54,654 528 0 0 0 53,593 148,595 － 少
平年 － － － － － － － － － － －

ヨ ト ウ ガ

( 第 １ 回 )

R5 年 10,507 20.6 442 0.9 40,574 10,065 437 5 0 51,081 84,150 並 やや多
R4 年 7,715 14.0 117 0.2 47,467 7,598 117 0 0 55,182 86,058 早 やや少
平年 8,489 14.8 412 0.7 48,974 8,076 403 9 0 

ヨ ト ウ ガ

( 第 ２ 回 )

R5 年 8,703 17.0 370 0.7 42,378 8,333 365 5 0 51,081 77,903 やや早 やや多
R4 年 7,357 13.3 98 0.2 47,824 7,260 98 0 0 55,182 85,371 並 やや少
平年 7,948 13.8 273 0.5 49,514 7,675 270 3 0 

テ ン サ イ

モグリハナバエ

R5 年 155 0.3 0 0.0 50,926 155 0 0 0 42,812 55,377 並 並
R4 年 31 0.1 0 0.0 55,151 31 0 0 0 47,134 61,094 並 並
平年 433 0.8 0 0.0 57,030 433 0 0 0 

北海道病害虫防除所のまとめによる。
令和 4・5 年とも北海道病害虫防除所のまとめに基づき、北海道農産協会にて各面積を調整・作成

（てん菜実測面積 　令和 4 年 55,182ha、令和 5 年 51,081ha にて算出）
平年：平成 25 年〜令和 4 年の 10 ヵ年平均

令和５年産　てん菜生産実績（総合振興局・振興局別）

総合振興局
・振興局名

作付面積
(ha)

収量
(t/ha)

生産量
(t)

平均糖分
(%)

栽培農家戸数
( 戸 )

1 戸当り
面積(ha)内直播 直播率

空 知 553.34 496.00 89.6% 70.93 39,246.07 14.0 152 3.64
石 狩 1,062.35 768.98 72.4% 63.35 67,298.14 13.9 139 7.64
後 志 1,129.56 530.15 46.9% 59.49 67,196.47 14.5 220 5.13
胆 振 1,156.11 809.81 70.0% 52.64 60,861.27 13.9 218 5.30
日 高 26.58 23.09 86.9% 49.27 1,309.55 15.4 5 5.32
渡 島 107.18 67.09 62.6% 37.50 4,019.78 12.2 21 5.10
檜 山 264.47 117.22 44.3% 56.16 14,851.78 13.5 37 7.15
上 川 2,935.20 2,005.87 68.3% 63.68 186,919.02 14.2 548 5.36
留 萌 180.62 126.56 70.1% 52.20 9,427.86 14.4 24 7.53
宗 谷 － － － － － － － －
オホーツク 20,670.23 5,565.08 26.9% 67.38 1,392,853.17 14.1 2,173 9.51
十 勝 22,615.36 12,109.29 53.5% 67.89 1,535,296.88 13.2 2,672 8.46
釧 路 279.20 0.00 0.0% 63.51 17,732.70 14.4 14 19.94
根 室 100.36 15.75 15.7% 56.26 5,646.18 14.8 10 10.04
合 計 51,080.56 22,634.89 44.3% 66.61 3,402,658.87 13.7 6,233 8.20



てん菜だより令和６年２月 11号 （6）

食
べ
る
・
た
い
せ
つ

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
２
０
２
３ 

ｉ
ｎ
札
幌

　

農
産
協
会
で
は
、
昨
年
11
月
３
日
に
開

催
さ
れ
た
「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
食
べ
る
・

た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
ｉ

ｎ
札
幌
」
に
、
北
海
道
農
政
部
と
共
催
で

体
験
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
プ
札
幌
が
開
催
す
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
楽
し
く
学
べ
る
参
加
型
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
“
食
べ
る
こ
と
の
た
い

せ
つ
さ
”
を
発
見
で
き
る
、
学
べ
る
食
育

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
札
幌
・
旭
川
・
北
見
・

函
館
・
帯
広
・
室
蘭
・
苫
小
牧
・
釧
路
の

北
海
道
内
全
８
地
区
で
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
特
に
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
が
５
類
に

移
行
し
た
こ
と
か
ら
久
し
ぶ
り
の
入
場
制

限
の
な
い
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
札
幌

の
会
場
も
昨
年
ま
で
の
「
つ
ど
ー
む
」
か

ら
「
札
幌
ド
ー
ム
」
に
変
更
さ
れ
、
た
く

さ
ん
の
子
供
連
れ
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

協
会
の
出
展
で
は
、
管
理
栄
養
士
の
坂

下
美
樹
先
生
に
よ
る
お
砂
糖
が
で
き
る
ま

で
や
お
砂
糖
の
チ
カ
ラ
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
後
、「
カ
ラ
フ
ル
な
お
さ
と
う
を

つ
く
ろ
う
！
」
と
題
し
て
琥
珀
糖
づ
く

り
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体

験
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
き
れ
い
だ
っ

た
！
」、「
楽
し
か
っ
た
！
」
な
ど
大
変
好

評
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て

作
成
し
た
シ
ュ
ガ
ー
ポ
ッ
ト
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
42
名
の
お
子
様
か
ら
応

募
が
あ
り
、そ
の
中
か
ら
『
し
ゅ
が
る
ん
』

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
て
ん
菜

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
『
シ
ュ
ガ
ビ
ー
』
と
と

も
に
、
砂
糖
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

活
動
な
ど
に
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

て
ん
菜
の
輸
送
・

工
場
受
入
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　現
地
調
査

　

農
産
協
会
の
企
画
調
整
専
門
部
会
で

は
、
２
０
２
４
年
問
題
を
控
え
深
刻
な
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
期
待
さ

れ
る
大
型
車
両
に
よ
る
て
ん
菜
の
輸
送
や

人
手
不
足
が
深
刻
な
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー

な
ど
原
料
受
入
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

１　

ほ
場
か
ら
の
積
込
状
況
調
査

　
　
（
11
月
１
日　

千
歳
市　

岩
見
沢
市
）

⑴　

そ
れ
ぞ
れ
道
南
製
糖
所
、
士
別
製
糖

所
の
集
荷
区
域
で
あ
り
長
距
離
の
輸
送

と
な
る
た
め
大
型
車
を
早
く
か
ら
導
入

⑵　

積
み
込
み
に
は
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
が

使
え
な
い
た
め
特
注
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
を
付
け
た
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
使
用

⑶　

積
み
込
み
に
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
使
用
す

る
た
め
、
転
作
田
内
で
の
作
業
は
行
わ

ず
、
専
用
の
土
場
ま
た
は
接
続
す
る
道

路
か
ら
積
み
込
め
る
場
所
に
堆
積

２　

原
料
て
ん
菜
受
入
施
設
調
査

　
　
（
11
月
８
日　

北
糖
道
南
製
糖
所
）

⑴　

集
荷
区
域
が
広
範
囲(

石
狩
、後
志
、

胆
振
、日
高
、
渡
島
、
檜
山)

で
大
型
車

両
に
よ
る
輸
送
が
多
く
、
定
置
、
移
動

式
と
も
に
大
型
車
両
の
リ
フ
ト
を
装
備

⑵　

糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
は
前
処
理
室
の

タ
ッ
ピ
ン
グ
作
業
の
女
性
３
名
を
含

め
、
常
時
約
10
名
が
作
業
に
従
事

↑しゅがるん

←シュガビー



てん菜だより 令和６年２月11号（7）

令
和
６
年
度
の

　
て
ん
菜
栽
培
に
向
け
て

　

令
和
５
年
度
は
生
育
期
間
中
に
過
去
に

例
の
な
い
高
温
に
よ
り
、
各
作
物
に
お
い

て
生
育
不
良
や
病
害
の
発
生
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
て
ん
菜
で
は
高
温
や
褐
斑
病

の
多
発
の
影
響
に
よ
り
、
糖
分
取
引
以
降

過
去
最
低
の
糖
分
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
ビ
ー
ト
糖
業
協
会
札
幌
支
部
で

は
、
次
年
度
の
て
ん
菜
栽
培
に
向
け
て
、

令
和
５
年
度
の
優
良
事
例
を
含
め
た
褐
斑

病
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
説
明
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
現
地
の
懇
談
会
等
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
優
良
事
例
を
掘
り
下
げ
た

デ
ー
タ
や
対
策
な
ど
を
情
報
提
供
し
て
い

ま
す
。

■　

令
和
６
年

度
の
褐
斑
病

対
策
ポ
イ
ン

ト
ま
と
め

・
気
象
状
況
を

考
慮
し
た
予

防
防
除
を
徹

底
す
る
。
特

に
令
和
５
年

度
に
褐
斑
病

が
発
生
し
た

圃
場
に
隣
接
す
る
圃
場
で
栽
培
す
る
場

合
、
も
し
く
は
短
期
輪
作
と
な
る
場
合

は
、
圃
場
を
注
意
深
く
観
察
し
防
除
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
。

・
薬
剤
の
残
効
に
応
じ
、
防
除
間
隔
を
あ

け
ず
に
散
布
す
る
。

・
高
温
多
湿
の
気
象
条
件
下
（
最
低
気
温

が
高
く
多
雨
）
及
び
、
発
生
が
増
加
し

た
場
合
に
は
散
布
間
隔
を
短
め
に
す
る
。

・
多
発
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
登
録
の

範
囲
内
で
水
量
を
し
っ
か
り
落
と
し
散

布
す
る
。

・
登
録
倍
率
に
幅
が
あ
る
場
合
、
高
濃
度

で
散
布
す
る
こ
と
に
よ
り
防
除
効
果
が

高
ま
る
。

・
朝
露
が
あ
る
時
間
帯
を
避
け
て
防
除
を

実
施
す
る
。

・
耐
性
菌
発
生
に
留
意
し
た
薬
剤
を
選
択

す
る
。

・
圃
場
に
入
れ
な
い
場
合
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
散
布
を

活
用
す
る
。

・
被
害
茎
葉
は
完
全
に
鋤
き
込
む
な
ど
、

し
っ
か
り
と
腐
熟
化
さ
せ
る
。

【
令
和
６
年
度
の
て
ん
菜
栽
培
に
向
け
て

（
日
本
ビ
ー
ト
糖
業
協
会
作
成
）
よ
り
】

1
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令和６年度のてん菜栽培に向けて

１．本紙を作成するにあたって

　令和５年度は生育期間中の過去に例のない高温により、各作物において生育不良や病害の

発生が多く見られました。てん菜では高温や褐斑病の多発の影響により、糖分取引以降過去

最低の糖分値となることが見込まれています。本紙では、次年度のてん菜栽培に向けて、優

良事例を含めた褐斑病対策のポイント等についてご紹介します。

　褐斑病が糖分に与える影響は大きく、

令和５年度は各地で指数５の圃場も多

く見られました。低糖分対策として、

褐斑病の発病を抑えることが重要です。

【全道のてん菜褐斑病発生状況】

【てん菜褐斑病発病調査基準】

２．褐斑病発病指数と糖分の関係

指数１

成葉に病斑が散見さ

れるもの

指数２

成葉の大半に病斑が散

見し大型病斑も混在す

るもの

指数３

成葉のほとんど全面に

病斑が発生し部分的に

壊死がみられるもの

指数４

成葉の枯死葉がやや多

数

指数５

成葉の大半が枯死し新

葉の発生が目立つもの

令
和
５
年
度

原
料
て
ん
菜
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー

　
　
　
立
入
点
検
報
告

　

農
産
協
会
で
は
、「
原
料
て
ん
菜
測
定

要
領
」
に
基
づ
き
、
各
製
糖
所
等
に
設
置

さ
れ
て
い
る
原
料
て
ん
菜
糖
分
測
定
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
操
業
開
始
前
に
立
会
人

の
立
ち
会
い
の
下
で
実
施
す
る
操
業
前
点

検
及
び
、
操
業
期
間
中
に
２
回
実
施
す
る

立
入
点
検
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

操
業
前
点

検
は
９
月
20
、

21
、
26
日
に
、

立
入
点
検
の
第

１
回
目
は
10
月

24
、
25
、
30
、

31
日
、
第
２
回

目
は
11
月
14
～

16
日
に
、
そ
れ

ぞ
れ
糖
分
測
定

セ
ン
タ
ー
の
サ
ン
プ
ル
測
定
装
置
の
点
検

を
実
施
し
ま
し
た
。

《
点
検
内
容
》

　

・
ソ
ウ
マ
シ
ン　
　

・
薬
液
循
環
装
置

　

・
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
・
攪
拌
装
置

　

・
ろ
過
装
置　
　
　

・
糖
分
測
定
機

《
点
検
結
果
》

　

全
道
５
工
場
・
１
事
業
所
の
サ
ン
プ
ル

測
定
装
置
を
点
検
し
た
結
果
、
全
て
の
測

定
装
置
が
良
好
な
状
態
に
保
た
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。



てん菜だより令和６年２月 11号 （8）

　

農
産
協
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
り
本
年
度
の
「
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り

講
習
会
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
が
、２
月
10
日
か
ら
講
演
動
画
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
産
者
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係

者
の
皆
様
に
ご
視
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
４
講
演
と
し
講
演
資
料
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

講
演
１　

て
ん
菜
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題

（
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
）

講
演
２　

令
和
５
年
産
て
ん
菜
の
生
育
経

過
と
今
後
の
留
意
事
項
（
道
総

研
北
見
農
業
試
験
場
）

講
演
３　

衛
星
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
て
ん

菜
の
可
変
施
肥
技
術
（
道
総
研

中
央
農
業
試
験
場
）

講
演
４　

本
道
に
お
け
る
運
送
業
の
２
０
２
４

年
問
題
（
北
海
道
運
輸
局
）

令
和
５
年
度
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会

〜 
農
産
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
講
演
動
画
を
公
開
中
！


